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環境マネジメン卜 システムの名称 ISO１４００１：２００４ 

適用範囲石井食茄（株）八十代工場、唐鍬工場、京丹波工場、イシイ産業（株）（株）
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導入年月日 ２００４年1月２２曰

認証番号 JＭＡＱＡ－Ｅ４６２ 

基本方針

簸境関連の法伸、条令及びそのluLの規則、協定などを遵守すると共に、必要に応じ自主基

準を定め、環境保全に努めます．地球環境保護のため、省資源、省エネルギー、地球温暖
化防止、廃棄物の低減に努めます．鰯境影響を考慮し、環境目的、目標を定め、環境汚染
に関する継続的改善、予防に努めると共に定期的な見直しを図ります。

環境に配慮した蛎業活動を自主的に進めていくための目標〈以下「目
標」という。）

2012年度３月度には二酸化炭素、月間排出量の５％を削減し403ﾄﾝ/月にする率を目指しま
す (2008年度比）

水の使用趾を2012年度３月度までに30％Iljﾘ減し５５，３/日にする事を目指します。（2008年
度比）

動植物性残液を2012年度３月度までに半減し３ｔ／月lこする事を目指します‘（2008年比）

目標を運成するための取組の内容
二酸化炭素削減・・・設備を′1,型化する③全体空調から個別空調へ変更しﾛｽを尚ll減する。
水の削減・・・洗浄に温水を禾１１用する平で洗浄効率を上げる。
動植物性残液の削減・・・ﾙﾃﾅﾝｽ強化により設備由来の製品不良品を削減する`，

目標を連成するための取組U）進捗状況

二酸化炭素削減・・・冷凍機の省エネ、′I､型化は2011年９月完成予定

全体空調から個別空調への変更は８０％実施済
水の削減・・・実施中

動植物･性我液の削減・・・ﾙﾃﾅﾝｽ計画に基つき実施中

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価

二酸化炭素削減・・・当初計画通り

水の削減・・・食品安全とﾄﾗﾌ響ﾙ回避の為、ﾎｻﾞｲﾗｰや冷却塔の使用水を地下水から水道水に
切り替えた班により、達成度が悪い。

廃棄物の肖'1減・・・lSO9001、や22000の取Ｉ〕組み強化により、食品の安全性が向_Iﾆした
分鈩廃棄物が増加し達成度が悪い．

事業活動に係る法令の遵守の状況
法のfｴｿｸﾘﾘｽﾄを作成し、１回/月、遵守確認を行っている。条例や法令の改定については、

環境蛎務局が情報を入手し、１回/月の環境委員会に於いて、各部門へ情報発信している.

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

環境規定によ}〕１回/年、４月に見直しを実施している二Ｈ２1年、1122年度の水、動植物性残
漉の達成状況が悪く、Ⅱ23年度は本社環境事務局が、目標の整合性を高める為、目標の見
直しを実施した。その結果、京丹波工場の目標は下方修正された．（水-.77t／日、動植物
』性残漉→3.8t/月）


